




 

〔はじめに〕 

 PMD 患者の歩行能力は、筋力以外に関節の拘縮に大きく左右され、特に車椅

子への移行期の PMD 児では、足、膝、股関節の拘縮予防が重要な意義をもつ。

歩行可能な例で、歩行のスタートに困難を覚えることがよくあり、特に朝の起

床時は、歩行スタートの困難を訴える。しかしこの場合、しばらく起立させて

おくと、かなりスムースに歩行ができるようになる事から、stage 3～4 の PMD

児に、起立訓練を大巾に取り入れることにし、合せて諸関節の拘縮予防や矯正

に役立てようと考えたが、市販の起立訓練台にいくつかの問題が生じてきた。

まづ既製のものはやはり高価であるため、起立台を増やせないこと、何処でも

簡単に使用できないことが主な問題点であった。 


